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何 も な い 田 舎 で 過 ご す 豊 か な 休 日 

活動の経緯 
 
 下野市は関東平野に位置するベッドタウンで、目立った観光要素もない地域
だが、米麦や施設園芸など、平場を活かした農業が盛んな地域である。市内に
は、米の備蓄に使用した旧農協の大谷石倉庫が存在し、その石蔵や広大な農村
風景など地域資源を活かした観光振興による地域活性化を目的に取組を開始。 

改装された築80年超の大谷石蔵 

活動の概要 
 

農協跡の大谷石蔵を宿泊施設に改装、季節の農業体験等の滞在型体験プログ
ラムを提供し都心部住民の誘客に取り組む。 

活動の成果、主な実績等 
 
○平成26年に地元若手が、当時地域唯一の飲食店「L’ape Ronza」の開業
を機に、自慢の景観や農産物を活用したマルシェイベント「吉田村まつり」
を立ち上げ、地域ブランディングの動きが活性化。 
○29年には、民間主導で農泊事業への取組を開始、イベントの開催やモニタ
ーツアーの実施など、プロモーションの強化を図るとともに、先進地視察や
おもてなし勉強会などを開催して、観光客の受入れ体制を強化。 
その結果、コロナ前の2019年のイベント来客数は8,000人に達した。 

○令和３年に石蔵の改装が完了し、ホテル、ベーカリーカフェ、マーケット
を併設する拠点施設が完成、県内外から多くの来客があり、一躍、観光スポ
ットとなり、農産物を販売する近隣農家のモチベーションも向上。 

農と食をコンセプトとしたマーケット 


